
令和４年９月号令和４年９月号

未来に残したい館山の風景未来に残したい館山の風景

江田のひまわり江田のひまわり
撮影：安房高校写真部さん撮影：安房高校写真部さん

主な内容

５月臨時会　2頁
６月定例会　
　議案の概要と
　　委員会審査	

3～6頁

一般質問	 7～12頁
お知らせ・募集	 12～13頁
議会通信	 14頁

今回報告の定例会は

3月

9月
12月 6月



議　長　石井　敬之　　副議長　望月　昇

総務委員会委員（６人）

　◎石井　信重　○鈴木 ひとみ   瀬能　孝夫

　　石井　敬之　　太田 　　浩   榎本　祐三

建設経済委員会委員（６人）

　◎鈴木　正一　〇倉田　孝浩　　長谷川秀徳

　　室　　厚美　　龍﨑　　滋　　秋山　光章

広報広聴委員会委員（８人）

　◎望月　　昇　〇本橋　亮一　　石井　敏宏

　　森　　正一　　瀬能　孝夫　　石井　信重

　　秋山　光章　　鈴木　順子

文教民生委員会委員（６人）

　◎佐野　聖一　○鈴木　順子　　石井　敏宏

　　森　　正一　　望月　　昇　　本橋　亮一

議会運営委員会委員（９人）

　◎太田　　浩　〇鈴木　正一　　佐野　聖一

　　長谷川秀徳　　倉田　孝浩　　鈴木 ひとみ

　　室　　厚美　　龍﨑　　滋　　榎本　祐三

議会の構成　（◎委員長、〇副委員長）

第
２
回 

臨
時
会

原案
可決

○子育て世帯への臨時特別給付金補正予算など３件を議決
　令和４年第２回臨時会は、５月１７日に開催され、市長提案の議案３件の審議を行

い、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策としての、子育て世帯への臨時特別給付金

８００万９千円を増額する補正予算などを可決しました。主な議案は次のとおりです。

　同日には、副議長選挙が行われ、望月昇議員が選出された他、常任委員会の委員などの改

選が行われました。新しい議会の構成は以下のとおりです。

◇議案第２４号　館山市市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認について

◇議案第２５号　館山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について

　両議案ともに、地方税法等の一部を改正する法律が国会において成立し、３月３１日に公布

されたことに伴い、館山市市税条例等を改正する必要が生じたため、地方自治法第１７９条第

１項の規定により専決処分をしたので、議会に報告し、その承認を求めようとするものです。

◇議案第２６号　令和４年度館山市一般会計補正予算（第 1 号）

　国による新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に伴い、令和３年度から実施している子

育て世帯への臨時特別給付金について、国の要領改正に伴う給付対象者の拡大及び申請期限

の延長により申請者が増加したため、８００万９千円を追加するものです。

　改選のあった委員のみ掲載

望月副議長　就任挨拶

　館山市の社会福祉、産業、経済と市政、議会の
　発展のため不撓不屈の精神で頑張ります

副議長選挙の様子

○副議長に望月昇議員を選出・常任委員会の委員等を改選

令和４年９月号 （2）

議
決
結
果

常
任
委
員
会

定
例
会

一
般
質
問

お
知
ら
せ
・
募
集

臨
時
会



　

コ
ロ
ナ
対
策
（
飼
料
高
騰
支
援
・
子
育
て
世
帯
支
援
等
）

　
　
　

  

補
正
予
算
の
ほ
か

　
　
　

地
区
計
画
条
例
（
旧
安
房
南
高
周
辺
）
な
ど
を

議
決

６月
定例会

　

令
和
４
年
６
月
定
例
会
は
６

月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
28

日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開

催
し
、
市
長
提
案
の
条
例
議
案

１
件
、
補
正
予
算
議
案
４
件
、

請
願
３
件
、
人
事
案
件
３
件
を

審
議
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

補
正
予
算
１
件
を
先
議
し
、
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
議

案
３
件
と
請
願
３
件
は
、
所
管

す
る
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付

託
し
ま
し
た
。

　

14
日
及
び
15
日
は
、
11
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政

の
諸
問
題
に
つ
い
て
市
当
局
の
考

え
を
問
い
ま
し
た
。

　

21
日
は
一
般
議
案
、
補
正
予
算

に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
各
委
員
会
の
審

査
結
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
、

追
加
の
補
正
予
算
議
案
と
人
事

案
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
討
論
、
採
決
を
行
い
、

全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た

主
な
議
案
と
委
員
会
の
審
査
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
議
案
第
27
号　

令
和
４
年
度

館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）【
先
議
】

　

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
千

２
９
４
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総

額
２
２
５
億
１
千
２
９
５
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、
民

生
費
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

が
長
期
化
す
る
中
で
、
食
費
等

の
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低

所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
、

生
活
支
援
の
特
別
給
付
金
と
し

て
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
費
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
歳
入
の
内
容
と

し
て
、
国
庫
支
出
金
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

原案
可決

３つの委員会が所

管する部門や事務

に関する調査、付託

を受けた議案・請願

などを審査します。

常　任常　任
委員会委員会

　

総
務
委
員
会
に
は
、
２
件
の

議
案
と
請
願
１
件
が
付
託
さ
れ
、

議
案
は
慎
重
審
査
の
結
果
、
全

員
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
と
決
し
、
請
願
は
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
議

案
等
の
質
疑
応
答
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇
議
案
第
29
号　

令
和
４
年
度
館

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５

千
９
３
２
万
８
千
円
を
追
加
し
、

総
額
２
２
７
億
７
千
２
２
８
万
５

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

問　

行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
何
が
便

利
に
な
り
ま
す
か
。

答　

国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
転
出
の
手
続
き
を
す
る
こ
と

で
、
転
出
の
届
け
と
転
入
予
約
が

同
時
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
住

ん
で
い
る
地
域
の
役
所
に
行
く
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

問　

修
学
旅
行
等
キ
ャ
ン
セ
ル

費
負
担
金
に
関
し
て
、
修
学
旅

行
を
秋
に
予
定
し
て
い
る
学
校

は
何
校
あ
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は

い
く
ら
で
す
か
。

答　

小
、
中
学
校
合
わ
せ
て
11

校
で
、
時
期
は
10
月
か
ら
11
月

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ

ル
料
は
、
一
般
的
な
旅
行
と
同
様

に
、
旅
行
日
の
何
日
前
に
キ
ャ
ン

セ
ル
す
る
か
に
よ
り
決
ま
り
ま
す

が
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
今
回

補
正
予
算
と
し
て
３
１
４
万
８
千

円
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

◇
議
案
第
30
号　

令
和
４
年
度
館

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８

千
６
９
２
万
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
２
３
０
億
５
千
９
２
１
万
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

問　

公
共
交
通
事
業
者
支
援
補

助
金
に
関
し
て
、
市
内
農
産
物

の
貨
客
混
載
に
よ
り
輸
送
さ
れ

て
い
る
頻
度
、
量
、
及
び
輸
送
費

と
負
担
者
を
伺
い
ま
す
。

答　

市
内
の
高
速
バ
ス
事
業
者

２
社
が
、
週
１
か
ら
２
回
程
度
、

市
内
の
農
水
産
物
を
輸
送
し
て

先　議

とは？

委員長
石井　信重
副委員長
鈴木　ひとみ
委員
榎本　祐三
太田　浩
石井　敬之
瀬能　孝夫

総 務

通常、議案は委員会
審査を経て予定され
た採決日に議決しま
すが、緊急の場合等
の理由により会期の
途中で議決すること
を「先議」といいま
す。

（3）

臨
時
会

議
決
結
果

一
般
質
問

お
知
ら
せ
・
募
集

常
任
委
員
会

定
例
会



文
教
民
生
委
員
会
に
は
、
２

件
の
請
願
が
付
託
さ
れ
、
慎
重

審
査
の
結
果
、
請
願
第
11
号
は

賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
請
願
第

12
号
は
全
員
一
致
を
も
っ
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
の
内
容

と
主
な
質
疑
応
答
及
び
討
論
は

次
の
と
お
り
で
す
。

委員長　　
佐野　聖一

副委員長　
鈴木　順子

委員

本橋　亮一

望月　　昇

森　　正一

石井　敏宏

文 
教
民 
生

◇
請
願
第
11
号　

「
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関

す
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る

請
願
書

問　

教
職
員
等
の
給
与
を
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
か
ら
除

外
す
る
こ
と
で
何
が
起
こ
る
と

考
え
ま
す
か
。

答　

一
般
的
に
は
こ
の
制
度
が

廃
止
さ
れ
た
り
、
国
の
負
担
割

合
が
さ
ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

場
合
、
義
務
教
育
の
水
準
に
地

域
格
差
が
生
じ
、
教
職
員
の
確

保
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　【
反
対
討
論
】　

国
庫
負
担
制
度

い
ま
す
。
量
は
発
注
に
応
じ
て

決
ま
る
た
め
一
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
輸
送
費
は
み
か
ん
箱
一
箱
程

度
で
数
百
円
で
、
費
用
は
発
注

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問　

妊
婦
歯
科
健
診
費
に
関
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

費
に
よ
る
一
時
的
な
支
援
か
伺
い

ま
す
。

答　

今
年
度
限
り
の
事
業
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
令
和
３
年
８
月

に
県
が
妊
婦
の
歯
科
健
診
の
状

況
を
調
査
し
た
結
果
、
県
内
54

市
町
村
の
う
ち
30
市
町
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
歯
科
医

師
や
受
診
者
の
意
見
を
聞
く
な

ど
事
業
検
証
し
た
上
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

◇
請
願
第
13
号　

ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
導
入
に
関
す
る
請
願

問　

館
山
市
単
独
で
は
で
き
な
い

が
、
他
の
市
町
の
動
向
は
ど
う
で

す
か
。
上
手
く
い
け
ば
よ
い
が
調

整
で
き
る
見
込
み
が
あ
り
ま
す
か
。

答　

こ
れ
か
ら
２
市
１
町
の
首
長
・

議
会
の
意
向
を
各
自
治
体
の
企
画

担
当
を
通
じ
て
確
認
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
館
山
市
が
導
入
し

た
い
と
思
っ
て
も
、
単
独
で
は
で

き
な
い
の
で
、
各
市
町
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

名
称
を
何
に
す
る
と
か
、色
々

な
調
整
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
課
題
が
考
え
ら
れ

ま
す
か
。

答　

導
入
を
前
提
と
し
て
、
そ
の

後
の
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
こ
の
地
域
を
表
す
名
称
と

図
柄
を
ど
う
す
る
か
、
こ
れ
ら
を

期
限
ま
で
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
が

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

館
山
市
単
独
で
も
申
請
は
で

き
ま
す
か
。

答　

11
月
30
日
ま
で
に
対
象
地
域

の
内
、
１
自
治
体
が
意
向
表
明
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「地方版図柄入りナンバープレート」とは？
台数要件／軽自動車を含めて概ね 8.5 万台以上 （※ 1）
名称基準／行政区域や旧国名等の地理的名称で当該地域を表すもの
メリット／知名度向上、 ＰＲ効果、 郷土愛や一体感の醸成など
デメリット／袖ヶ浦ナンバーの選択不可
　　　　　　　広域営業する事業者の新たな負担が生じる可能性など
導入までの流れ／
　 ・ １自治体以上が 「意向表明」 （R ４.11.30 まで）
　 ・ 導入自治体による 「名称」	 合意⇒有識者審査会で可否を検討
　 ・ 　　　〃　　　　　　 「図柄案」	 合意⇒有識者審査会で検討
　　⇒　Ｒ７．５予定 ： ナンバープレート交付開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※ 1）安房地域がクリアしている要件

〈
〝
継
続
審
査
〟
の
主
な
発
言
〉

・
他
市
町
と
の
温
度
差
を
少
な
く
し

て
協
力
を
願
い
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
対
応
し
て
い
く
形
が
よ

い
と
思
う
。
事
業
用
ナ
ン
バ
ー
を

持
っ
て
い
る
方
は
、
営
業
所
間
の

車
検
証
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

付
け
替
え
は
大
変
。
他
市
町
の
意

見
が
揃
え
ば
、
早
め
に
事
業
者
の

方
と
も
話
を
進
め
て
い
っ
た
ほ
う

が
、
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
思
う
。

・
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
に
反
対
で
は
な

い
。
広
域
で
取
り
組
む
に
は
連
携

が
必
要
。
館
山
市
が
単
独
先
行
す

る
の
で
は
な
く
、
広
域
で
の
足
並

み
を
揃
え
て
い
く
。
課
題
は
あ
る

が
、
単
独
で
意
向
表
明
す
る
に
し

て
も
連
携
が
優
先
だ
と
思
う
。

・
他
市
町
と
の
話
合
い
も
必
要
だ

と
思
う
。
１
市
町
で
も
手
を
挙
げ

ら
れ
る
が
、
お
互
い
の
協
調
、
連

携
を
考
え
た
と
き
に
、
き
ち
ん
と

話
を
し
て
か
ら
取
り
組
む
べ
き
だ

と
思
う
。
今
回
は
継
続
審
査
に
し

て
は
ど
う
か
と
思
う
。

・
仮
に
継
続
審
査
に
し
た
場
合
、

９
月
定
例
会
で
も
遅
く
な
い
の
で

は
な
い
か
。
他
の
市
町
に
館
山
市

が
こ
の
請
願
に
つ
い
て
協
議
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
第
一
歩
だ
と
思
う
。

・
前
向
き
な
こ
と
も
あ
る
が
、
事

業
者
な
ど
困
る
方
た
ち
は
ど
う
す

る
の
か
と
か
、
も
う
少
し
議
論
し

て
か
ら
、
こ
の
話
は
進
め
る
べ
き

と
思
う
。

〈
〝
採
択
〟
の
主
な
発
言
〉

・
請
願
が
提
出
さ
れ
た
前
後
の
時

期
は
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
希
望

す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

導
入
に
よ
る
地
域
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
変
大
き
い
。
付
託
さ
れ
た
議
会

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
明
確
な
意

思
を
内
外
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
思
う
。

・
他
市
町
と
の
連
携
は
こ
れ
か
ら

の
こ
と
で
あ
り
、
今
回
出
さ
れ
た

請
願
に
対
し
て
、
採
択
す
る
の
か
、

し
な
い
の
か
が
一
つ
あ
り
、
採
択

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
議
会
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

・
手
順
、
段
取
り
も
心
得
て
い
る
が
、

こ
の
問
題
は
手
順
で
は
な
く
、
請

願
者
が
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
望
む

こ
と
に
対
し
て
ど
う
応
え
る
か
と

い
う
こ
と
。

・
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
が
全
国
を
走

っ
た
ら
、
安
房
地
区
の
知
名
度
ア

ッ
プ
、
走
る
広
告
塔
と
し
て
の
価

値
が
あ
る
。
問
題
は
、
バ
ス
会
社

や
運
送
会
社
等
の
事
業
所
に
は
負

担
が
か
か
る
こ
と
だ
と
思
う
。
千

載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
11

月
と
い
う
期
限
も
あ
る
の
で
、
責

任
を
持
っ
た
結
論
を
出
す
べ
き
で

あ
る
。　

【
委
員
の
主
な
発
言
】

令和４年９月号 （4）

臨
時
会

議
決
結
果

一
般
質
問

お
知
ら
せ
・
募
集

常
任
委
員
会

定
例
会



◇
議
案
第
28
号　

館
山
市
地
区

計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問　

建
築
物
の
用
途
に
関
す
る

制
限
の
適
用
除
外
と
な
る
特
例

の
ケ
ー
ス
と
は
何
で
す
か
。

答　

こ
の
条
例
は
、
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
条
例
で
あ
り
、
建

築
基
準
法
施
行
令
に
お
い
て
、

適
用
除
外
に
関
す
る
規
定
を
条

例
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
規
定
を
設
け
た
も

の
で
す
。

問　

こ
の
範
囲
を
第
二
種
住
居

地
域
へ
変
更
し
、
地
区
計
画
決
定

し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

行
政
機
関
の
集
約
を
目
指

し
て
い
る
旧
安
房
南
高
校
跡
地

を
含
む
主
要
な
道
路
に
囲
ま
れ

た
一
体
を
区
域
と
し
、
今
後
、
移

転
が
予
定
さ
れ
て
い
る
安
房
合

同
庁
舎
の
跡
地
利
用
な
ど
も
考

慮
し
て
区
域
を
定
め
て
い
ま
す
。

建 設
経 済

建
設
経
済
委
員
会
に
は
、
１
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
内
容
と
質
疑
応
答
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委員長

鈴木　正一

副委員長

倉田　孝浩

委員

秋山　光章

龍﨑　　滋

室　　厚美

長谷川秀徳

が
あ
る
の
に
、
教
職
員
の
勤
務

や
、
給
与
の
状
況
が
良
い
と
も

思
え
な
い
。
部
活
動
の
顧
問
就

任
は
半
強
制
的
で
あ
り
、
非
正

規
職
員
も
多
く
、
他
の
通
常
業

務
も
極
め
て
多
忙
で
人
員
も
少

な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
が
国

庫
負
担
制
度
に
よ
る
も
の
だ
と

は
思
わ
な
い
が
、
国
庫
負
担
制

度
の
意
義
や
効
果
が
わ
か
ら
な

い
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】　

教
育
の
機
会
均

等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を

念
頭
に
、
国
に
お
い
て
は
、
子

供
た
ち
の
教
育
に
責
任
を
持
つ

こ
と
と
、
地
方
財
政
の
安
定
を

図
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
を
堅
持
す
る
よ
う
強

く
求
め
賛
成
す
る
。

◇
請
願
第
12
号　

「
国
に
お
け

る
２
０
２
３
年
度
教
育
予
算
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
」
採
択
に

関
す
る
請
願
書

問　

本
請
願
は
毎
年
意
見
書
を

提
出
し
て
い
る
が
、
予
算
確
保

な
ど
反
映
さ
れ
た
事
業
は
あ
り

ま
す
か
。

答　

国
庫
予
算
を
活
用
し
て
の

直
近
の
大
き
な
事
業
は
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
に
伴

う
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
の
補

助
金
等
を
活
用
し
、
令
和
２
年

度
に
お
い
て
整
備
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【
賛
成
討
論
】　

若
年
者
へ
の
教

育
予
算
は
、
個
人
の
人
権
を
守

る
意
味
で
も
、
国
家
と
し
て
経

済
成
長
す
る
た
め
に
も
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
財
源
は
教
育
国

債
を
新
設
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
予
算
拡
充
の
方
法
を
模
索
し

て
ほ
し
い
の
で
賛
成
す
る
。

◇
議
案
第
32
号
・
33
号
・
34
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
引

き
続
き
、
稲
葉
美
惠
子
さ
ん
、

押
本
一
美
さ
ん
、
新
井
恭
子
さ

ん
を
適
任
と
考
え
、
法
務
大
臣

に
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

　

定
例
会
の
最
終
日
に
は
、
補

正
予
算
１
件
、
人
事
案
件
３
件

が
追
加
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

◇
議
案
第
31
号　

令
和
４
年
度
館

山
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
と
し

て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
５

０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２
３

０
億
７
千
４
２
１
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

内
容
は
、
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
今
後
、

申
請
件
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
事
業
費
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

追 加
議 案

地区計画区域及び

地区整備計画区域

北条第一地区：約１８．５ｈａ

館

山

市市役役

館山
病院

市役所

消
防

警察

安　房
合同庁舎

北条小

裁判所

北条第一地区：約 18.5 ｈａ

「地区計画」ってなに？

なぜ条例を定めるの？

解 説
建物の形態や公共施設、そ
の他施設の配置等からみて、一体とし
て区域の特性にふさわしい街づくりを
おこなう都市計画です。

地区計画内の建築等は届出制度のため
強制力がありません。条例に建築物の
制限を定めることで、建築確認の審査
対象となり実効性を確保できるのです。

（5）

臨
時
会

議
決
結
果

一
般
質
問

お
知
ら
せ
・
募
集

常
任
委
員
会

定
例
会



議案等番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会 議　決　結　果

議案第 27 号 令和４年度館山市一般会計補正予算（第２号） － 原案可決 全会一致

議案第 28 号 館山市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について 建設経済 原案可決 全会一致

議案第 29 号 令和４年度館山市一般会計補正予算（第３号） 総　　務 原案可決 全会一致

議案第 30 号 令和４年度館山市一般会計補正予算（第４号） 総　　務 原案可決 全会一致
議案第 31 号 令和４年度館山市一般会計補正予算（第５号） － 原案可決 全会一致
議案第 32 号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案可決 全会一致
議案第 33 号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案可決 全会一致

議案第 34 号 人権擁護委員候補者の推薦について － 原案可決 全会一致

発議案第 4号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について － 原案可決 賛成多数

発議案第 5号 国における令和５年度教育予算拡充に関する意見書について － 原案可決 全会一致

請願第 11 号「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願書 文教民生 採　　択 賛成多数

請願第 12 号「国における 2023 年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願書 文教民生 採　　択 全会一致
請願第 13 号 ご当地ナンバー導入に関する請願 総　　務 継続審査 賛成多数

令和４年第２回　定例会提出議案等議決結果

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託委員会 議　決　結　果

議案第 24 号 館山市市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認について － 承　　認 全会一致

議案第 25 号 館山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認について － 承　　認 全会一致

議案第 26 号 令和４年度館山市一般会計補正予算（第１号） － 原案可決 全会一致

令和４年第２回　臨時会提出議案議決結果

議員名 佐

野

聖

一

長
谷
川
秀
徳

倉

田

孝

浩

鈴
木
ひ
と
み

室　

厚

美

石

井

敏

宏

森　

正

一

瀬

能

孝

夫

望

月　

昇

石

井

敬

之

太

田　

浩

龍

﨑　

滋

石

井

信

重

鈴

木

正

一

秋

山

光

章

榎

本

祐

三

本

橋

亮

一

鈴

木

順

子

　

議案等番号

発議案第４号 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議
長

○○○○○○○○

請願第１１号 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ○○○○○○○○

請願第１３号 〇 〇 ○ ○ － ○ ○ － ○ ○－○○○－○○

私はこう判断！
令和４年第２回定例会 ・議案等の賛否　賛否が分かれたもののみ掲載　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（〇：賛成、×：反対、－：採決時退席）

発議案

◇
発
議
案
第
４
号　

義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関

す
る
意
見
書
に
つ
い
て
＝

請
願
第
11
号
の
趣
旨
に
よ
る

◇
発
議
案
第
５
号　

国
に
お
け

る
令
和
５
年
度
教
育
予
算
拡
充

に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
＝

請
願
第
12
号
の
趣
旨
に
よ
る

「発議案」ってなに？

議会の会議において、議員
が「議案」を議長に提出す
ることをいいます。
主な発議案として、「条例」、

「意見書」などがあります。

解 説

令和４年９月号 （6）

臨
時
会

常
任
委
員
会

一
般
質
問

お
知
ら
せ
・
募
集

議
決
結
果

定
例
会



問　

第
４
次
館
山
市
行
財
政
改

革
方
針
（
案
）
の
策
定
に
つ
い

て
諮
問
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
方
針
の
目
標
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

第
３
次
行
財
政
改
革
方
針
に
お
い
て

は
、
赤
字
決
算
を
回
避
す
る
た
め
の
数
値

目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
第
４
次
行
財
政

改
革
方
針
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
方
針
と
な

る
よ
う
目
標
を
設
定
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

解
説　

第
４
次
行
財
政
改
革
方
針
の
成
果

が
今
後
の
館

山
市
の
財
政

運
営
を
左
右

す
る
も
の
で

あ
り
、
行
財

政
改
革
の
目

標
に
つ
い
て

は
、
観
念
的

な
目
標
で
は

な
く
具
体
的

な
目
標
を
立

て
て
取
り
組

む
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。

問　

工
事
は
２
炉
あ
る
焼
却
炉
を
１
炉
ず
つ

修
理
す
る
た
め
、
残
っ
た
炉
の
焼
却
時
間
を

16
時
間
か
ら
24
時
間
に
延
長
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
処
分
で
き
な
い
可

燃
ご
み
は
ど
う
処
理
し
て
い
ま
す
か
。

答　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
き
れ
な
い

可
燃
ご
み
は
、
毎
日
７
ト
ン
か
ら
14
ト
ン

あ
り
、
一
般
競
争
入
札
で
外
部
委
託
し
て

処
理
し
て
い
ま
す
。
処
理
単
価
は
１
ト
ン

当
た
り
４
万
４
千
円
で
す
。

解
説　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
の
改
修

工
事
に
は
、
多
大
な
予
算
を
必
要
と
し
て
い

ま
す
が
、
加
え
て
処
理
で
き
な
い
可
燃
ご
み

を
外
部
委
託
し
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
１
日

当
た
り
30
万
か
ら
60
万
円
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
雑
紙
の
再
資
源

化
や
、
生
ご
み
の
搬
出
削
減
で
外
部
委
託
の

可
燃
ご
み
の
量
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
協
力

を
お
願
い
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

榎本　祐三議員
5 期目 ・ 76 歳 ・ 笠名

たてやま 21 ・ 緑風会

（総務委員会委員）

佐野　聖一議員

1 期目 ・ 47 歳 ・ 波左間

市民クラブ

（文教民生委員会委員長）

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

　
　
　
　

実
効
性
の
あ
る
対
応
を

行財政改革の取組

　　目標の明確化を！

 
一
般
質
問

一
般
質
問
は
、
市
政
に
つ
い
て
、
本
会
議
の
場
で
、

市
に
対
し
議
員
が
質
問
を
行
う
も
の
で
す
。

外部委託で処理されるごみ外部委託で処理されるごみ

清
掃
セ
ン
タ
ー
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　

長
寿
命
化
工
事

　
　
　

長
寿
命
化
工
事　　

　
　
　
　

ご
み
焼
却
計
画
の
課
題

ご
み
焼
却
計
画
の
課
題

安全安心な安全安心な

　　保育環境について　　保育環境について

問　

館
山
市
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
推
進
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
公
共
施
設
の
新
設
、
改
修
の
際
に
は

環
境
に
配
慮
し
た
対
応
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
方
針
を
伺
い
ま
す
。

答　

館
山
市
環
境
基
本
条
例
の
第
15
条
で

は
、「
市
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図

る
た
め
、
事
業
者
及
び
市
民
と
と
も
に
、

資
源
の
循
環
的
な
利
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
及
び
廃
棄
物
の
減
量
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。」
な
ど

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。「
館
山
市
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
た
こ
と

か
ら
も
、
市
の
施
設
の
新
設
及
び
改
修
時

に
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
設
置
を
検

討
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
各
課
等
に
よ
る

各
事
務
事
業
の
実
施
や
施
設
の
管
理
運
営

な
ど
の
際
に
は
、
宣
言
の
内
容
や
館
山
市

環
境
基
本
条
例
の
基
本
理
念
な
ど
を
考
慮

し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　

保
育
士
の
確
保
、
職
場
環
境
に
関
し

て
、
現
況
と
今
後
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

採
用
試
験
の
日
程
を
令
和
２
年
度
か

ら
７
月
試
験
に
早
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
日

程
を
早
め
、
民
間
や
他
の
自
治
体
と
同
じ

時
期
に
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
方
に
受
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

目
的
で
す
。
保
育
士
が
働
く
環
境
に
つ
い

て
は
、
園
児
の
年
齢
や
人
数
に
応
じ
た
数

の
保
育
士
の
配
置
に
加
え
、
保
育
以
外
の

業
務
を
行
う
「
保
育
補
助
員
」
を
配
置
し
、

保
育
士
が
保
育
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
保
育
士
の
配
置
に
十
分
な

余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
園
児
一
人
ひ
と

り
の
個
性
を
理
解
し
、
保
育
士
間
で
保
育

プ
ラ
ン
を
共
有
し
、
チ
ー
ム
保
育
を
行
い
、

１
日
11
時
間
の
安
全
で
行
き
届
い
た
保
育

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（7）

臨
時
会

議
決
結
果

常
任
委
員
会

お
知
ら
せ
・
募
集

一
般
質
問

定
例
会



問　

市
営
住
宅
の
居
住
状
況
と
、
草
刈
り

や
壊
れ
た
箇
所
の
対
応
と
、
空
き
地
と
な
っ

て
い
る
公
有
地
の
草
刈
り
な
ど
の
保
全
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

６
月
１
日
現
在
、
館
山
市
が
管
理
し

て
い
る
市
営
住
宅
は
２
３
５
戸
で
す
。
入

居
可
能
な
１
８
０
戸
の
う
ち
１
７
２
戸
が
入

居
済
み
で
す
。
残
り
の
55
戸
は
耐
用
年
数

を
超
え
て
い
る
た
め
、
用
途
廃
止
し
た
後

に
、
順
次
解
体
を
行
う
予
定
で
す
。
住
宅

の
壊
れ
た
箇
所
は
、
経
年
劣
化
が
原
因
の

場
合
は
市
で
修
繕
し
、
草
刈
り
は
入
居
者

に
よ
る
自
治
会
が
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
入
居
者
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
か

ら
市
職
員
が
年
１
回
草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
空
き
地
と
な
っ
て
い
る
敷

地
が
あ
る
の
は
笠
名
住
宅
の
み
で
あ
り
、
年

１
回
草
刈
り
を
行
い
、
空
き
地
の
周
り
に
は

柵
と
番
線
で
の
対
処
を
し
て
い
ま
す
。

解
説　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
市
内
は
草
刈

り
に
追
わ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
居
住

し
て
い
る
住
宅
地
の
保
全
は
、
高
齢
化
や
入

居
者
の
減
少
な
ど
で
入
居
者
自
ら
が
対
処

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
職

員
に
よ
る
年
１
回
の
草
刈
り
で
は
な
く
、
草

刈
り
専
門
グ
ル
ー
プ
の
設
置
な
ど
、
新
た

な
方
策
を
と
る
べ
き
で
す
。

問　

平
成
28
年
か
ら
徳
島
県
が
始
め
た
「
デ

ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
」
は
、
都
会
と
地
方
の
２

つ
の
学
校
の
行
き
来
を
容
易
に
し
、
双
方
で

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い
学
校

の
か
た
ち
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
可
能
性

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
は
、
関
係
人
口
の

創
出
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
子
育
て

世
帯
の
将
来
的
な
移
住
・
定
住
の
促
進
に
繋

鈴木　順子議員
８期目・72 歳 ・ 下真倉

じゅん風

（文教民生委員会副委員長）

室　厚美議員

２期目 ・ 57 歳 ・ 波左間

新しい風の会

（建設経済委員会委員）

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導
入

デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
の
可
能
性

那
古
山
遊
歩
道
の
整
備

が
る
取
組
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考
え
ま
す

が
、
実
施
に
当
た
っ
て
解
決
す
べ
き
課
題
も

多
い
こ
と
か
ら
、
館
山
市
の
特
性
や
地
域
資

源
を
活
か
し
た
実
現
性
の
高
い
取
組
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

解
説　

実
証
実
験
の
よ
う
な
形
で
の
実
施
を

提
案
し
ま
し
た
。

問　

安
房
広
域
連
携
に
も
繋
が
る
「
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
」
の
導
入
に
つ
い
て
意
向
を
伺
い

ま
す
。

答　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
台
数
要
件
を

満
た
す
た
め
に
は
、
安
房
３
市
１
町
な
ど
複

数
の
自
治
体
で
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
各
自
治
体
の
意
向
を
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

解
説　

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
は
、
お
金

を
か
け
ず
に
で
き
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
り
、
安
房
地
域
の
広
域
連
携
の
機
運

が
高
ま
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

問　

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
以
降
、
立
入

禁
止
と
な
っ
て
い
る
那
古
山
遊
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

那
古
寺
観
音
堂
の
裏
手
か
ら
那
古
山
山

頂
ま
で
続
く
遊
歩
道
や
、
崩
落
し
た
法
面
な

ど
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
千
葉
県
に
復
旧
工

事
を
要
望
し
ま
し
た
が
、
採
択
に
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
現
場
状
況
の
変
化
な
ど
も
踏

ま
え
、
引
き
続
き
復
旧
に
向
け
所
有
者
で
あ

る
那
古
寺
と
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

解
説　

崖
観
音
か

ら
那
古
寺
周
辺
一

帯
は
、
有
望
な
観

光
資
源
の
一
つ
と

し
て
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、

安
全
面
だ
け
で
な

く
観
光
の
観
点
か

ら
も
県
と
の
協
議

を
進
め
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

問　

北
条
海
岸
の
三
軒
町
無
料
休
憩
所
付
近

に
盛
り
土
が
さ
れ
、
遊
歩
道
に
設
置
さ
れ
て

い
る
排
水
管
を
塞
い
で
い
る
。
そ
の
影
響
に

よ
り
遊
歩
道
が
水
た
ま
り
と
な
っ
て
い
る
が
、

何
の
た
め
に
盛
り
土
を
し
、
今
後
ど
う
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

海
岸
側
の
階
段
式
の
緩
傾
斜
護
岸
に
は

県
が
実
施
し
た
養
浜
事
業
に
よ
る
盛
り
土
が

あ
り
、
雨
水
排
水
管
を
塞
い
で
い
る
た
め
、

遊
歩
道
に
水
が
溜
ま
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
県
に
対
し
、
盛
り
土
に
よ
り
排
水
機
能

が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

解
説　

市
民
や
来
訪
者
の
憩
い
の
場
で
あ
る

の
で
県
に
は
要
望
を
続
け
て
ほ
し
い
。

市
営
住
宅
な
ど

　

 

公
有
地
保
全
の
見
直
し
を

北
条
海
岸
の
盛
り
土
の
目
的
は

笠名市営住宅の空き地笠名市営住宅の空き地

那古山（潮音台）からの眺望那古山（潮音台）からの眺望

令和４年９月号 （8）
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問　

少
子
化
の
進
展
、
出
生
数
の
減
少
に

伴
い
発
生
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　

少
子
化
、
出
生
数
の
減
少
に
よ
り
、

今
後
、
産
科
や
子
供
用
品
、
学
校
用
品
を

扱
う
店
舗
の
撤
退
が
想
定
さ
れ
る
ほ
か
、

労
働
力
不
足
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
地
域

経
済
の
停
滞
、
社
会
保
障
制
度
の
維
持
が

困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
の
危
機
、
地
域

で
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
ど
の
地
域

活
力
低
下
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

解
説　

館
山
市
で
は
移
住
定
住
促
進
に
力

を
入
れ
て
お
り
、Ｎ
Ｐ
О
法
人
「
お
せ
っ
会
」

に
よ
り
、
多
く
の
方
が
移
住
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
子
育
て
世
代
や
こ
れ
か
ら
子
ど
も

を
産
み
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
世
代
に

と
っ
て
、
産
科
や
小
児
科
、
子
育
て
関
連

事
業
者
の
撤
退
が
現
実
と
な
れ
ば
、
館
山

市
は
移
住
先
の
候
補
か
ら
外
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
の

支
援
策
の
検
討
も
必
要
で
す
。

問　

今
後
、
不
使
用
と
な
る
学
校
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

具
体
的
な
利
活
用
の
方
向
性
は
決
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
公
共
的
な
利
用
の
必

要
性
を
第
一
に
考
え
、
民
間
事
業
者
の
ア

イ
デ
ア
な
ど
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
現
在

の
施
設
用
途
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
り
有
効

的
な
使
い
方
と
な
る
よ
う
、
民
間
で
の
利

活
用
な
ど
広
い
視
野
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

解
説　

廃
校
活
用
に
民
間
活
力
を
導
入
す

る
市
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
維
持
費
の
削
減
、
貸

与
、
譲
渡
に
よ
る
収
益
、
雇
用
創
出
、
地
域

活
性
化
な
ど
が
あ
り
、
事
業
者
側
に
は
、
初

期
費
用
の
軽
減
、
地
域
と
の
密
着
性
、
高
い

宣
伝
効
果
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
廃
校
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
終
わ
り
で
は
な
く
、
新
た

な
始
ま
り
で
あ
る
と
捉
え
、
文
科
省
が
進
め

て
い
る
「
み
ん
な
の
廃
校
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
を
活
用
し
、
新
た
な
地
域
活
性
化
の
手

段
と
し
て
活
用
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

問　

高
齢
者
の
難
聴
基
準
を
設
け
、
補
聴

器
購
入
の
助
成
制
度
の
創
設
を
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
、
身
体
障
害
者
で
高
度
難
聴
と

認
め
ら
れ
れ
ば
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
軽
度
、
中
等
度
の
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。
現
状
で
は
、
高
齢
者
の

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

解
説　

補
聴
器
購
入
の
公
的
補
助
は
、
基

本
的
に
は
両
耳
の
平
均
聴
力
が
70
デ
シ
ベ

ル
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
40
以
上
か
ら
70
未
満
の

人
は
、
聴
こ
え
難
く
て
も
助
成
制
度
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。
難
聴
を
自
覚
し
た
場

合
は
、
な
る
べ
く
早
く
補
聴
器
を
使
用
す

る
こ
と
が
、
聴
覚
機
能
の
維
持
に
役
立
つ

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
補
聴

器
は
高
額
で
す
。
難
聴
状
態
で
い
る
と
認

知
症
へ
の
リ
ス
ク
も
高
く
、
ま
た
、
社
会

参
加
を
自
ら
躊
躇
さ
せ
る
要
因
と
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

円
滑
な
会
話
は
、
う
つ
病
の
予
防
に
も

繋
が
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
の
難
聴
基
準
を
設
け
、
補
聴
器
購

入
の
際
に
一
部
を
助
成
す
る
、
新
た
な
制

度
を
創
設
す
べ
き
と
た
だ
し
ま
し
た
。

森　正一議員
3 期目 ・ 55 歳 ・ 八幡

たてやま 21 ・ 緑風会

（文教民生委員会委員）

瀬能　孝夫議員
３期目 ・ 64 歳 ・ 佐野

公明党

（総務委員会委員）

高
齢
難
聴
者
の

　
　

補
聴
器
購
入
に
助
成
を

乳
幼
児
の
視
覚
検
査
に

　
　
　
　
　

屈
折
検
査
導
入
を

〝
子
育
て
し
た
い
ま
ち
〟
に

　
　
　
　

選
ば
れ
る
施
策
を

学
校
跡
地
は
地
域
活
性
化
に

　
　
　
　
　

つ
な
が
る
活
用
を

館山市　
出生数推移

問　

乳
幼
児
の
視
覚
異
常
の
発
見
率
を
高

め
る
、
屈
折
検
査
機
器
の
導
入
を
伺
い
ま

す
。

答　

強
い
屈
折
異
常
な
ど
が
あ
る
場
合
、

３
歳
児
健
診
に
屈
折
検
査
機
器
を
導
入
す

る
こ
と
は
、
弱
視
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

検
査
の
運
用
方
法
や
医
療
体
制
な
ど
に
つ

い
て
、
安
房
医
師
会
や
近
隣
市
町
と
の
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

解
説　

6
月
議
会
で
は
こ
の
他
に
、
医
療

用
補
正
具
や
人
工
呼
吸
器
使
用
者
支
援
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
購
入
費
へ
の
助
成
を
求

め
る
な
ど
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
基
調
に
臨
み
ま
し
た
。
生
き
て
い
く

上
で
不
可
欠
な
医
療
や
介
護
、
教
育
な
ど
、

基
本
的
サ
ー
ビ
ス
を
出
来
る
限
り
無
償
化

し
、
経
済
的
格
差
を
な
く
し
て
い
こ
う
と

す
る
考
え
方
で
す
。
国
も
地
方
自
治
体
に

お
い
て
も
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
更
な

る
充
実
を
期
待
し
ま
す
。
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龍﨑　滋議員
３期目 ・ 68 歳 ・ 広瀬

公明党

（建設経済委員会委員）

長谷川　秀徳議員
１期目 ・ 60 歳 ・ 船形

たてやま 21 ・ 緑風会

（建設経済委員会委員）

問　

物
価
高
騰
に
よ
る
学
校
給
食
費
等
の

負
担
軽
減
の
支
援
を
伺
い
ま
す
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
お
い
て
、「
原
油

価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
」
と
し
て
新
た

な
枠
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
交

付
金
を
活
用
し
て
給
食
費
を
据
え
置
く
な

ど
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

問　

農
漁
業
及
び
商
工
業
に
お
い
て
、
実

所
得
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
支
援
策

を
伺
い
ま
す
。

答　

農
漁
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
長
引
く
中
で
、
原
油
価
格
や
物

価
高
騰
に
直
面
し
て
い
る
農
漁
業
者
の
負

担
を
軽
減
し
、
事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

め
給
付
金
の
支
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
商

工
業
で
は
、
中
小
企
業
融
資
事
業
で
全
国

的
に
前
例
の
な
い
融
資
返
済
元
金
へ
の
助
成

を
含
む
約
６
０
０
件
で
30
億
円
規
模
の
緊
急

経
済
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
状

問　

令
和
９
年
度
よ
り
形
式
収
支
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
り
、
財
政
調
整
基
金
も
な
く
な

る
推
計
が
で
て
い
ま
す
。
こ
の
推
計
を
打

開
す
る
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
行
財

政
改
革
が
必
要
か
伺
い
ま
す
。

答　

館
山
市
行
財
政
改
革
委
員
会
に
対

し
、
第
４
次
館
山
市
行
財
政
改
革
方
針
の

策
定
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
令
和
４
年

度
末
ま
で
に
方
針
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

財
政
予
測
と
将
来
の
人
口
規
模
を
見
据

え
た
行
財
政
改
革
と
、
食
の
ま
ち
づ
く
り

拠
点
施
設
の
整
備
や
中
心
市
街
地
の
活
性

化
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
生
活
様
式
に

対
応
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
な
ど
、
歳
入
の
確
保
に
繋
が
る

取
組
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
財

政
の
安
定
と
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

解
説　

第
４
次
館
山
市
行
財
政
改
革
方
針

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
役
所
の

全
職
員
や
、市
民
か
ら
の
意
見
も
聞
き
、「
歳

入
確
保
」、「
歳
出
削
減
」
に
取
組
ん
で
い

く
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

問　

船
形
バ
イ
パ
ス
事
業
の
昨
年
度
ま
で

の
進
捗
状
況
、
今
年
度
の
工
事
内
容
、
完

成
予
定
時
期
、
総
事
業
費
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
３
年
度
末
ま
で
の
用
地
取
得
率

は
約
74
％
、
事
業
計
画
延
長
１
１
２
８
ｍ

の
う
ち
起
点
部
の
約
３
０
０
ｍ
区
間
で
仕

上
げ
舗
装
を
残
し
て
完
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
船
形
漁
港
臨
港
道
路
に
架
か

る
橋
梁
部
分
を
含
め
た
既
設
排
水
路
の
改

良
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

事
業
の
完
成
予
定
は
、
令
和
10
年
度
末

ま
で
延
伸
と
な
り
、
総
事
業
費
は
、
当
初

と
比
べ
て
５
億
６
千
８
０
０
万
円
増
え
て

18
億
３
千
５
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

解
説　

こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容
は
、
令
和

３
年
度
末
ま
で
の
計
画
だ
っ
た
た
め
、
事

業
計
画
を
変
更
し
、
事
業
期
間
の
延
長
と

事
業
費
の
大
幅
な
増
額
を
行
い
ま
し
た
。

最
新
の
長
期
財
政
推
計
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

行
財
政
改
革
を

船
形
バ
イ
パ
ス
の

　
　
　
　
　

現
状
を
問
う

事
業
費
の
増

額
は
、
当
初

計
画
で
は
別

計
画
で
あ
っ

た
排
水
路
の

整
備
工
事
を

本
計
画
に
組

み
入
れ
た
た

め
で
、
増
額

分
は
国
か
ら

の
交
付
金
が

見
込
ま
れ
ま

す
。　
　
　

起点部約 300 ｍ区間の現状起点部約 300 ｍ区間の現状

況
に
応
じ
た
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

解
説　

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
が
各
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る

中
、
館
山
市
に
お
け
る
交
付
金
の
活
用
に

対
し
、
給
食
費
支
援
や
農
漁
業
等
へ
の
支

援
の
要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

　
　
　
　

効
果
的
な
活
用
を

被
害
状
況
報
告
は

　
　

多
様
な
手
段
で
運
用
を

問　

自
主
防
災
組
織
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

追
加
さ
れ
た
被
害
状
況
確
認
要
領
に
つ
い

て
、
被
害
状
況
確
認
リ
ス
ト
の
配
布
状
況

と
、
被
害
報
告
の
方
法
の
多
様
性
を
伺
い

ま
す
。

答　

被
害
状
況
確
認
リ
ス
ト
は
令
和
３
年

６
月
25
日
付
で
市
内
１
４
６
の
自
主
防
災

会
の
会
長
と
未
成
立
の
10
地
区
の
区
・
町

内
会
長
へ
郵
送
し
ま
し
た
。
被
害
状
況
報

告
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

手
渡
し
で
、
危
機
管
理
課
宛
に
報
告
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
情
報
通
信
の
発
展
に
伴

い
様
々
な
手
段
で
情
報
を
入
手
で
き
る
よ

う
導
入
事
例
を
確
認
し
、
検
討
し
ま
す
。

解
説　

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
の
際
の

自
主
防
災
組
織
の
教
訓
と
し
て
、
瀬
能
議

員
が
被
害
状
況
報
告
の
統
一
し
た
様
式
の

作
成
を
要
望

し
ま
し
た
が
、

そ
の
活
用
に
つ

い
て
質
問
し
ま

し
た
。
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地
籍
調
査
の
実
施
を

　

～
長
期
的
な
視
点
で
必
要
～

石井　敏宏議員
３期目 ・ 50 歳 ・ 上真倉

たてやま 21・ 緑風会

（文教民生委員会委員）

鈴木 ひとみ議員
１期目 ・ 63 歳 ・ 佐野

新政クラブ

（総務委員会副委員長）

Q＆A
地籍調査

バ
ス
路
線
は
利
便
性
を

　
　

考
慮
し
た
ル
ー
ト
設
定
を

若
者
を
増
や
す
施
策
を
政
策
の
中
心
へ

問　

館
山
病
院
移
転
に
伴
う
バ
ス
路
線
の

変
更
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

国
道
１
２
７
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
は

多
く
の
商
業
施
設
が
立
地
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
数
年
前
か
ら
バ
ス
事
業
者
と
バ
イ

パ
ス
を
通
る
路
線
の
開
通
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
安
全
上
の
観
点
か
ら

道
路
上
に
停
留
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
極

め
て
困
難
で
、
設
置
に
は
別
途
、
停
車
区

画
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

民
か
ら
も
「
乗
り
換
え
な
し
で
目
的
地
に

行
き
た
い
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

解
説　

国
道
１
２
７
号
バ
イ
パ
ス
沿
い
に

は
多
く
の
商
業
施
設
、
南
総
文
化
ホ
ー
ル

が
あ
り
、
館
山
病
院
も
移
転
し
ま
し
た
。

今
後
、
警
察
署
や
安
房
合
同
庁
舎
も
移
転

す
る
予
定
で
す
。
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ

親
や
高
齢
者
に
と
っ
て
、
バ
ス
の
乗
り
換

え
は
大
変
な
の
で
、
よ
り
利
便
性
を
考
え

た
バ
ス
路
線
が
、
公
共
交
通
の
利
用
を
促

す
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

市街地循環バス（館山病院前）市街地循環バス（館山病院前）

地籍調査とは、主に市町村が主体
となって、一筆ごとの土地の所有
者、地番、地目を調査し、境界の
位置と面積を測量する調査です。
「地籍」とは、いわば「土地に関す
る戸籍」のことです。
地籍調査により、境界トラブルの
防止やスムーズな土地取引につな
がります。

問　

人
口
減
少
が
続
き
、
財
政
調
整
基
金

が
令
和
９
年
度
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
い
う

予
測
を
立
て
て
い
る
が
、
打
開
す
る
た
め

の
政
策
を
伺
い
ま
す
。

答　

中
長
期
的
な
財
政
予
測
と
将
来
の
人

口
規
模
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
の
取
組

に
加
え
、
歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
取
組
を

積
極
的
に
実
施
し
、
財
政
の
安
定
と
健
全

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

解
説　

人
口
減
少
を
抑
え
、
財
政
を
立
て

直
す
た
め
に
は
、
労
働
力
人
口
、
年
少
人

口
を
増
や
す
こ
と
が
必
須
で
す
。
全
国
的

な
少
子
高
齢
化
の
中
、
若
い
世
代
を
呼
び

込
む
こ
と
に
ど
の
自
治
体
も
躍
起
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
館
山
市
が
選
ば
れ

る
た
め
に
は
、
育
児
・
教
育
環
境
の
充
実
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
市
の
政
策
の
中

心
に
据
え
る
べ
き
で
す
。
北
条
幼
稚
園
、

那
古
幼
稚
園
の
こ
ど
も
園
化
、
希
望
す
る

全
て
の
３
歳
児
が
幼
児
教
育
を
受
け
ら
れ

る
環
境
の
整
備
、
一
時
預
か
り
、
家
事
支

援
な
ど
き
め
細
か
な
育
児
支
援
制
度
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
若
者
を
増
や
す
た
め
の
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
将
来
的
に
も

市
が
存
続
で
き
る
行
政
運
営
を
行
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

問　

土
地
の
登
記
簿
や
公

図
は
、
主
に
明
治
時
代
に

作
ら
れ
た
も
の
で
、
現
状

と
の
異
な
り
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
地
籍
調
査
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
多

く
、
近
隣
市
町
も
着
手
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
館
山
市
に
お
い
て
も
、

長
い
年
月
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

と
は
い
え
、
地
籍
調
査
に
着
手
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

現
在
法
務
局
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
図
面
の
多
く
は
、
明
治
時
代
の
地
租
改

正
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
図
面
、
い
わ
ゆ

る
「
公
図
」
で
あ
り
、
当
時
の
測
量
技
術

が
未
熟
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
面
積

や
形
状
が
必
ず
し
も
現
地
と
整
合
し
て
お

ら
ず
、
正
確
で

は
な
い
の
が
実

態
で
す
。
そ
の

た
め
、
一い

っ
ぴ
つ

筆
ご

と
の
土
地
を
調

査
し
、
境
界
の

位
置
を
決
め
て

測
量
を
行
う
地
籍
調
査
事
業
は
、
境
界
ト

ラ
ブ
ル
の
防
止
、
土
地
取
引
の
円
滑
化
な

ど
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
認
識
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

今
後
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
大
規
模
地
震
に
よ
る
津
波
災
害
を

想
定
し
た
場
合
、
迅
速
な
ま
ち
の
復
旧
、

復
興
の
た
め
に
は
大
変
有
効
な
事
業
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
籍
調

査
の
実
施
に
は
、
長
期
間
の
予
算
確
保
、

人
員
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
着
手
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

解
説　

事
業
費
の
実
費
に
は
95
％
も
の

国
・
県
の
補
助
が
あ
り
ま
す
が
、
問
題
は

正
規
職
員
の
人
件
費
の
補
助
が
な
い
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
長
期
的
な
財
政
負
担
が

大
き
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
長
い
目
で
見
て

必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
館
山
市
の
発
展
に

つ
な
が
る
の
で
、
ま
ず
は
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
必
要
性
が
高
い
エ
リ
ア
か
ら
実
験

的
に
始
め
て
み
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
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鈴木　正一議員

4 期目 ・ 71 歳 ・ 神余

新政クラブ

（建設経済委員会委員長）

問　

今
ま
で
実
施
し
た
、
実
証
運
行
に
つ

い
て
課
題
と
成
果
を
伺
い
ま
す
。

答　

こ
れ
ま
で
の
２
回
の
市
街
地
循
環
バ

ス
の
実
証
運
行
に
よ
り
、
一
定
の
需
要
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
利
用
者

が
徐
々
に
定
着
し
て
い
る
状
況
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
継
続
性
の
担
保
」、「
事
業

を
行
う
地
域
の
理
解
と
協
力
」、「
福
祉
部

門
の
連
携
・
住
み
分
け
」
と
い
う
３
つ
の

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

　

成
果
に
つ
い
て
、
富
崎
地
区
で
移
動
手

段
に
困
っ
て
い
る
住
民
向
け
に
ス
タ
ー
ト

し
た
富
崎
ぐ
る
っ
と
バ
ス
は
、
関
係
す
る

市
民
と
、
事
業
に
参
画
す
る
民
間
企
業
の

協
力
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
カ
ー
シ
ェ
ア

車
両
を
用
い
た
本
格
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。
運
行
の
本
格
化
や
集
落
支
援
員
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
関

心
も
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

解
説　

こ
れ
か
ら
の
館
山
市
は
、
高
齢
者

の
割
合
も
高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
持

続
可
能
な
公
共
交
通
」
や
「
車
が
な
く
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。

市街地循環バス（館山駅）

富崎ぐるっとバス

表紙写真を募集中！表紙写真を募集中！

　作品に撮影者の住所、 氏名、 電話番号、 撮影

場所・撮影年月日、 作品名とその説明を添えて、

画像データを直接、 郵送 （ＣＤ等に保存）、 また

は電子メール （受信の都合上、 １～３ＭＢ） で館

山市議会事務局へお送りください。

　詳しくは、「市議会ホームページ」をご覧ください。

✿✿募集する写真募集する写真

　四季折々の風景や祭り、 行事など、 館山市内で

撮影された季節が感じられる写真

✿✿応募資格応募資格

　館山市在住、 在勤または在学の方

✿✿応募方法応募方法

たてやま議会だよりたてやま議会だより

市議会に関する市議会に関する
ご意見を募集しますご意見を募集します

〇�今年度の議会報告会は、新型コロナウイルス
対策のため、市民の皆さんが参加する対面
式では行わず、代わりに市議会へのご意見
等を募集します。(10月～11月予定 )

〇�詳細は、市議会ホームページ、フェイスブック、
LINE、チラシ等でお知らせします。

〇�市議会では、多くの市民の皆さんに関心を持
ってもらい、誰もが参加し、発言しやすく、
その意見を反映できる議会報告会を目指して
います。しかし、近年はコロナ禍により対面
による議会報告会が困難な状況が続いてい
ます。

〇�今後は、ウィズコロナ時代を意識するととも
に、市民の皆さんのご意見を参考にしながら、
より良い議会報告会を目指してまいります。

魅力ある議会報告会へ魅力ある議会報告会へ

【告知】

令和４年９月号 （12）

臨
時
会

議
決
結
果

常
任
委
員
会

お
知
ら
せ
・
募
集

一
般
質
問

定
例
会



市議会を見たい・知りたい市議会を見たい・知りたい
手軽に市議会の情報をご覧いただけます

本会議の様子をＹｏｕＴｕｂｅ

で配信しています。 自宅のパソ

コンやスマートフォンなどから生

中継 （ライブ動画） や録画 （生

中継終了後２日程度後からお

おむね２か月間） で視聴でき

ます。

ＹｏｕＴｕｂｅＹｏｕＴｕｂｅ
市議会を動画配信市議会を動画配信

館山市の公式ラインを登

録することで、 議会だよりや

議会の情報が配信されます。 私たち市議会議員は、 市民の
皆さんの期待に応えるため日々活
動しています。
市議会にご注目ください。

９月定例会の日程（予定）９月定例会の日程（予定）

開 会 日開 会 日：９月　１日 （木）　午前１０時～

一般質問一般質問：９月　６日 （火）　午前１０時～

９月　７日 （水）　午前１０時～

（予備日）（予備日）：９月　８日 （木）　午前１０時～

　　傍聴する方へのお願い
・体調の悪い方はご遠慮ください。
・入場前にアルコール消毒、検温にご協力ください。
・場内ではマスクを着用してください。
※新型コロナ感染防止対策にご協力ください。

※感染状況によっては傍聴をお断りする場合があります。

市のホームページから検索

館山市議会は、議会だよりの他、パソコンやスマートフォンからインター
ネット中継、市のホームページなどから情報を確認できます。
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　　　　議　会　通　信　　✿✿✿✿　ＴＯＰＩＣＳ

　　鈴木正一議員、石井信重議員が議員在職１５年

の永年勤続で全国市議会議長会から表彰され、６

月９日の本会議において、石井敬之議長から表彰

状が伝達されました。

※議会や議会だよりに関するご意見、 ご質問は議会事務局まで電話またはメール

　（番号及びアドレスは下記参照） でご連絡ください。

委
員
長　
　

 

望
月　
　

昇 

副
委
員
長　

本
橋　

亮
一 

委
員　

鈴
木
順
子　

秋
山
光
章

　
　
　
　

石
井
信
重　

瀬
能
孝
夫

　
　
　
　

森　

 

正
一　

石
井
敏
宏

【
広
報
広
聴
委
員
会
】

市
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
に
議
会
活

動
を
広
く
お
知
ら
せ
し
、
市
政
へ
の

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
広
報
広
聴
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
今
号
の
「議
会
だ
よ
り
」

か
ら
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
編
集
し
て

い
ま
す
。
内
容
も
会
議
の
結
果
の

他
、
議
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
掲
載
し
、
読
み
易
さ
を
求
め
、

レ
イ
ア
ウ
ト
等
も
工
夫
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
で
発

信
力
の
あ
る
誌
面
づ
く
り
を
心
が

け
て
ま
い
り
ま
す
。
（望
月
）　

編 

集 

後 

記

  鈴木正一議員・石井信重議員
～全国市議会議長会 １５年勤続表彰～

館山病院新病棟を見学
～リハビリを核とした地域密着の病院へ～

　　完成した館山病院の内覧会が開催され、議員１５人が見学しました。田村秀禎事務長から「新病院は地

域のニーズに合わせリハビリを核とし、住み慣れた地域で急性期から在宅まで一貫したケアを受けられる地

域密着型の病院を目指しています」との説明がありました。さらに、新病院の特徴について「海抜 10 ｍに

立地し、津波被害想定からも安全な場所。また、建築設計は女性が担当し、各所に女性らしい配慮がある造

りになっています」との紹介がありました。

院内を説明する田村事務長院内を説明する田村事務長

高校生と意見交換
～若い世代の議会認知度向上へ～

　　望月昇広報広聴委員長は、安房高校と安房西高

校を訪れ、議会だよりの表紙写真募集を PR しま

した。生徒からは「議員の仕事について知る機会

が少ないです」などの意見があり、望月委員長は

議会の役割を説明し、「議会だよりの写真をきっか

けにまちづくりへの参加の一歩になればうれしい

ですね」と話しました。

６月 1 日開院した新病院６月 1日開院した新病院

石井信重議員　　　　　　　　　　　　鈴木正一議員石井信重議員　　　　　　　　　　　　鈴木正一議員

安房高校　写真部の皆さん安房高校　写真部の皆さん

安房西高校　写真同好会の皆さん安房西高校　写真同好会の皆さん


